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Ａ．研究目的 

平成25年2月に厚労省より小児がん拠点

病院に指定された前後での当院の新規受診

患者について調査し、拠点病院指定が患者

動態に影響を及ぼしているかを推定する。 

Ｂ．研究方法 

 院内がん登録データーを用いて、平成 21

年 1月 1日から平成26年 12月 31日までの

6年間の当院小児科で新規診療を受けた小

児がん患者 216 名について、疾患名、年齢、

居住地（都道府県）を調査した。セカンド

オピニオンや成人診療科のみでの診療症例

は除いた。 

（倫理面への配慮） 

個人名、生年月日が削除され、病名、年齢、

都道府県、登録年のみ抽出された登録デー

タを用いて集計した。 

Ｃ．研究結果 

 新規診療症例数に関しては、21、22、23、

24、25、26 年とそれぞれ、35、34、37、32、

38、40 例と年平均 36 例で平成 25 年の小児

がん拠点病院指定後での著明な患者数の増

加は見られなかった。疾患内訳については、

固形腫瘍の症例数が 21、22、23、24、25、

26 年とそれぞれ、21、20，21、16、27、28

例と指定後に増加していた（図１）。特に、

悪性黒色腫、悪性ラブドイド腫瘍、胞巣状

軟部肉腫などの稀な疾患が含まれていた。

患者年齢に関しては、指定前後で変化なか

った（図２）。患者居住地に関しては、京都

府が 80％前後と最多であったが、指定後に

近畿圏外の北陸、東海中部、関東などの遠

方からの症例が増加していた（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要旨：平成 25 年 2月に拠点病院指定が患者動態に影響を及ぼしているかを推定する目的で、

平成 21年 1月から平成 26年 12月 31日までの小児がん拠点病院に指定された前後での当院

の新規受診患者について調査した。平成 25 年 2月の小児がん拠点病院指定後に、固形腫瘍

患者の増加と、近畿圏外からの患者の増加が見られた。年齢別には大きな変動は見られなか

った。小児がん拠点病院の指定によって、診断が難しく、難治性であり、集学的治療が必要

な固形腫瘍症例が拠点病院である当院に集約化されつつあるものと推定された。 
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Ｄ．考察 

平成25年2月の小児がん拠点病院指定後に、

固形腫瘍患者の増加がみられ、近畿圏外か

らの増加が見られた。年齢別には大きな変

動は見られなかった。小児がん拠点病院の

指定によって、診断が難しく、難治性であ

り、集学的治療が必要な症例が拠点病院に

集約化されつつあるものと推定された。 

Ｅ．結論 

平成25年2月の小児がん拠点病院指定後に

当院では、固形腫瘍や稀な疾患の増加と遠

方からの患者数の増加がみられ、集学的か

つ専門的な対応が必要な疾患が拠点病院に

集約化されつつあるものと推定された。今

後も継続的な調査が必要である。 
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